


　当館の発想や可能性を広げ、たくさん
の人々をつなげてきた第一分館倉庫の5月
閉館を記念して、当館収蔵標本・資料と
ともに、服や音楽などを組み合わせた
インスタレーション展示を実施
し ま し た。主 催 は カ フェ
SPITALとGROU。タイトルは、
ポーランドの詩人Szymborska
の作品から引かれています。
　空間演出を担当した大鶴憲吾

　今年取り壊し予定の第一分館の閉館式
が、工学系の先生方やこれまで催事に
ご参加下さった一般の皆様ご同席のもと、
しめやかにとり行われました。吉田館長の
式辞ののち、岩永副館長が第一分館設置
の経緯やそこでの博物館活動について
説明し、その後、工学部名誉教授の尾崎
龍夫先生から、御在職当時の様子や
機械工学についての貴重なお話をいただ
きました。閉会後にバックヤードツアー
と交流会を実施し、閉館を惜しみました。

氏（GROU）とは、
これまでもコラボ
レーション展示
を実施してきま
した。従来は当館
の資料を際立たせるという目標のため、
ご自身の制作品（服飾）の展示をあえて
用いることはありませんでしたが、今回は、
第一分館での共同展示も最後ということ
で（これまでの御礼も込めて）、服飾品
の展示を“解禁”していただきました。
　2014年の木製什器展「知春草生」で
も、植物標本や考古資料が用いられまし
たが、今回は中西准教授の協力のもと、
新たに鉱石標本も加わりました。また、
考古資料は、今回点数が増えたことに
加え、なんと、ひとかかえ以上もある甕棺
が3つも！岩永教授らによるサポートで、
実現しました。
　残念ながらこの空間での催しはこれ

が最後になりまし
たが、私は、このよ
うなわくわくでき
る空間に、いつか
また出会えること
を期待しています。

　実は、7月に幻冬舎より同名の「きら
めく甲虫」（丸山宗利著）という本が出版
されました。本書は筆者
が主に収集した標本
（一部、当館収蔵の標本）
の形を整え、それを自ら
撮影し、出版社が編集
したものです。撮影にあ
たっては、太陽光のもと
で見えるような自然な
色合いと、甲虫の魅力である立体感を
出すのに苦労しました。これらの写真を
印刷会社の方が色調整し、印刷に適した

形に修正をしていただきました。本展示
は書籍の出版よりわずかにさきがけて

開始されました。
ちょうどこのころ、
博 物 館 学 芸 員
実習で杉本嵩臣
君という学生が
東京農業大学から
来 て おり、そ の
課題の一つとして

彼主体で作業を進めることになりました。
そして九州大学農学部の学部生である
胎中悠丞君と辻尚道君、ボランティア

で箱崎在住の安武妙恵さんも作業に
加わりました。どのような写真を使うか、
どのように配置するか、そしてどのように
説明を加えるかなど、みなさんと一緒に
考えてできたのが、本展示です。

かめ かん

考古学資料も数多く出展

鉱物が幻想的に浮かびあがる

会場風景

交流会の灯りがもれる第一分館

「きらめく甲虫」
丸山 宗利 助教著

2015年7月／幻冬舎

「終わりと始まり」フライヤー（作：大鶴憲吾）

《p.1から続く》

－第一分館倉庫ラストラン－
終わりと始まり

場所： 博物館第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）
期間： 2015年3月13日（金）～15日（日）

三島 美佐子 開示研究系・准教授担当：

第一分館閉館式

場所： 博物館第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）
期間： 2015年5月9日（土）

三島 美佐子 開示研究系・准教授担当：

催事・展示クローズアップ
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　筑紫キャンパスは、第二次大戦後は
米軍キャンプとして利用された土地で
したが、弥生時代に遡れば、中国の史書
『漢書』『魏志倭人伝』に「奴国」と記され
た地域の一角であり、遺跡の密集地帯
です。キャンパスの建設に伴い、1978～
98年に実施された発掘調査によって、
弥生時代から古代に及ぶ学術的価値が
高い遺構・遺物が出土し、多くの成果を
得ました。主要遺物には、弥生時代中期
の祭祀土器群・巴形銅器・銅戈鋳型、
古墳時代の石釧・須恵器製作用具、古代
の墨書土器・硯・瓦・木簡などがあります。

それらを網羅的に展示し遺跡群の歴史
的位置づけと重要性について明らかに
しました。また、アジア埋蔵文化財研究
センターによる最新の埋蔵文化財調査
研究の成果も紹介しました。

　中山平次郎先生は、福岡医科大学
（現・九州大学医学部）の初代病理学
教室教授です。ご専門の日本住血吸虫の
人体内での発育史研究など大きな業績
を遺した一方、大正から昭和初期にかけ
て九州の考古学研究をリードしたことで
も知られています。今回の展示では、故
岡部養逸氏旧蔵の中山平次郎先生関係
考古学資料に加えて、九州大学教養部
檜垣元吉名誉教授（1906－1988）より
寄贈された資料も合わせて展示しました。
中山先生が論文中に掲載したことが明
らかな遺物や、自筆のフィールドノートや
論文の自筆原稿など学術的価値が非常
に高いものばかりです。また、これら資料
を用いた最新の研究成果についての
紹介も行いました。

　福岡市の能古島と
志賀島を中心に採集さ
れた小型の水産動物
を透明骨格標本とし、
新たに常設展示に加え
ました。透明骨格標本
は、小型の魚類など、
骨のみを取り出し骨格
を組み立てるのが難しいものに有効な
技術です。二重染色法により赤紫色と

青色とに染めわ
けられた骨格が、
透明な肉質の中
に生きているとき
そのままに立体

的に観察できます。
小さな体を支える
骨格の精巧さを、
目を凝らして、堪能
下さい。本展示は
社会連携事業の
成果の一部であり、
また、農学研究院

望岡典隆准教授、生物資源環境科学府
穐山祐喜氏の協力を得ています。

コモンフグ 能古島 体長19mm

透明骨格標本展示風景

中山平次郎先生関係考古学資料展示の様子

『奴国の南』展の展示状況自筆のフィールドノートと懐中時計

中山平次郎先生
関係考古学資料

特別展示
期間： 2015年4月20日（月）～6月26日（金）

－常設展示に海の小さな生き物の美しい標本が加わりました－
二重染色法による透明骨格標本ミニ展示

場所： 旧工学部本館3階総合研究博物館常設展示室
展示開始： 2015年7月25日（土）

場所： 伊都キャンパス椎木講堂1階ギャラリー
期間： 2015年5月11日（月）～9月4日（金）

岩永 省三 総合研究博物館・副館長担当：

－筑紫キャンパスの埋蔵文化財－
奴国の南展

場所： 旧工学部本館3階総合研究博物館常設展示室

岩永 省三・米元 史織担当：

丸山 宗利・福原 美恵子担当：

Close-up Event & Exhibition
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